
平成 11年 度 夕 停 2区 ヨ委文 ギ浄 記多 騰折 号矛 ,ス ト C問 題 (50分)
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※次の4つの領域の中で,あ なたが選択した1つの領城だけを必ず○で囲みなさい。
また、怠琵塑盟盟遇K捌 匿認識団敦断義数甑韻品氏
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円に内接する四角形の性質より∠D=180° 一∠B=120°
▲A _ _  _ _じ う、夕 じ  ハ ヨい と,】面 ■rム  、 A  _   2 1  ハ 2   n、 ″AAD=メ とおくと、余弦定理より 39= 】 + 2 2 _ 2 X 2 Xメ X C O S 1 2 0°

これを整理して●-5)位 +7)=0 メ >0よ リメ=5

四角 形 ABCDの 面積 Sは S=△ ABC十 △ ABC
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よって、数列〈cn}の初項から第n項 までの和はSn=3・ 牙十
号
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全ての重複を許 して4桁 の整数を作ると 4X5X5X5=500(通 り)
そのうち0以 外の4つ の数字で4回 重複 して整数を作る場合は4が
したがって,求 める場合の数は 500-4=496(通 り)

(1)でちょうど3回,(2)でちょうど5回で終了する確率を求めたので,
ちょうど4回 で終了する確率を求める。
①3回投げた時点で3の倍数の目が2回,3の 倍数以外の目が1回出る。
②4回 目に投げたサイコロが3の倍数の日である。
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